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この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は１部あたり約34.2円です。

地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ⑳

Monthly Happy Communications

「
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
」子
ど
も
た
ち
に

 ふれあい
　サイドストーリー

♠26歳、東鮎川　♠モットー　慎太さん「素直・誠実」、翔太さん「前向きに努力」
♠好きな言葉　慎太さん「一生青春、一生勉強」、　翔太さん「我逢人」　
♣市内で好きな場所　高校時代からリフレッシュさせてもらっている「かしわ温泉」
♣お世話になっている方へ　二人ともサッカーに育ててもらいました。同年代だけ
　でなく、横のつながりで、上の方々にもお世話になり、支えていただいています。
　サッカーを通じて、地元に少しでも恩返ししていきたいと思います。

　天皇杯県予選
　決勝戦の前に

　森川慎太さん（写真左）と翔太さんは、３年前から由利
サッカースポーツ少年団でコーチをしています。小、中、
西目高サッカー部で活躍し、現在はＴＤＫ親和会サッカー
部（実業団）の現役選手です。「しっかりとあいさつする
ことなど、選手である前に、まず人として当たり前のこと
ができるように指導しています」。
　慎太さんはオン・オフを切り替え、集中するタイプで、
翔太さんは負けず嫌いな性格で、勝利に向けてしっか
り準備する努力家。ともに「以前は中学生に助言してい
ました。小学校の段階からサッカーの
基礎や楽しさを伝え、中学・高校で活躍
できる選手を育てたいと思い、地元ス
タッフの皆さんと協力し取り組んでい
ます」と双子らしく同じ思いを強調し、
目を輝かせました。

森川慎太さん、 翔太さん
MORIKAWA  Shinta、Shota
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Interactive
Side Story矢島駅売店の「まつこの部屋」で。

いつも笑顔を絶やしません。

　佐藤まつ子さん（70歳・矢島町城
内）は平成13年から矢島駅で売店を
営み、駅を訪れる人をいつも笑顔でお
もてなししています。
　「遠くから由利鉄に乗って矢島まで来
てくれるなんてありがたいこと。由利鉄
を残していくためにも、一人一人のお
客さんを大切にして、都会にはない小
さい駅ならではのおもてなしをしてあげ
たい」とその思いを語ります。
　お手製の桜茶を出したり、お客さん
の荷物を預かったり、時には悩み事の
相談に乗ったり。明るくざっくばらんな
人柄が評判になり、中には「まつ子さ
んに会いに」と何度も来てくれる人も

いるのだとか。まつ子さんにおもてなし
の心得を聞くと「できることをやること。
できないことを無理しても続かないん
だから、ありのままで皆さんと楽しくお
話しているだけです」と教えてくれまし
た。はじめは３年続けばと思っていた
売店も、気が付くと16年目。「私が皆
さんを元気にしていると言われるけど、
本当は私の方が元気にしてもらってい
るから苦もなく続けられた。70歳の節
目を迎えて、これからは皆さんにお返
しできるように、もっと人のためになる
ようなことを考えていきたい」と決意を
新たにしています。

矢島駅で皆さんをお迎えしています矢島駅で皆さんをお迎えしています
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　前回の市長選挙に続き、無投票で３選を決めた
長谷部市長が今月３日午前８時半に初登庁。市役
所前で職員の出迎えを受けました。
　　　　　　  （新年度の訓示は２～３㌻に掲載）
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長谷部市長が今月３日午前８時半に初登庁。市役
所前で職員の出迎えを受けました。
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長
谷
部
市
長
は
今
月
３
日
に
初
登
庁
し
、
新
年
度
に
あ
た
り
次
の
よ
う
に
訓
示
し
ま
し
た
。

３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

新
年
度
に
あ
た
っ
て

訓
示

長
谷
部
市
長

い
大
内
総
合
支
所
庁
舎
も
完
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
の
完
成
に
向
け
て
、
総
合
防

災
公
園
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
や
木
の
お
も
ち
ゃ

美
術
館
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

さ
に
新
た
な
躍
進
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
産
業
の
振
興
、

雇
用
の
確
保
、
医
療
、
福
祉
な
ど
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
事
業
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
が
明
る
く
、
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
と
と
も

に
、
全
て
の
人
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
「
由

利
本
荘
市
」
を
目
指
し
て
、
今
後
も
精
力
的

に
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
採
用
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

市
職
員
と
し
て
初
日
を
迎
え
、
思
い
出
に
残

る
一
日
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
当

分
の
間
、
先
輩
に
頼
り
が
ち
の
毎
日
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
新
し
い
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、
職
場
は
成
長
し
、
ま
た
皆

さ
ん
自
身
も
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
危
機
管
理
監
と
し
て
初
め
て
退
職

自
衛
官
の
方
を
迎
え
ま
し
た
。
防
災
の
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
が
我
々
の
仲
間
に

加
わ
り
、
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

躍
進
し
続
け
る
由
利
本
荘
市
へ

　

職
務
や
分
野
が
違
っ
て
も
、
職
員
全
員
が

知
識
や
能
力
を
出
し
合
い
、
市
役
所
全
体
で

力
を
合
わ
せ
、「
躍
進
し
続
け
る
由
利
本
荘

市
」
の
推
進
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
確
実

に
、
緊
張
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
と

も
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
、
こ
の
ス
タ
ー

ト
の
日
に
決
意
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、日
頃
か
ら
私
は「
あ

い
さ
つ
の
で
き
な
い
人
は
、
仕
事
も
で
き
な

い
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
民
の
信
頼
を
得
ら

れ
る
た
め
に
も
、
来
庁
者
に
は
こ
ち
ら
か
ら

積
極
的
に
声
を
か
け
、
お
客
さ
ん
に
対
し
て

も
職
員
同
士
で
も
「
あ
い
さ
つ
」
を
必
ず
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
年
度
始
め
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。。

　

年
度
始
め
に
あ
た
り
、
一
言
、
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
に
あ
た
っ
て
定
期
人
事
異
動

を
行
い
、
先
ほ
ど
、
新
採
用
職
員
を
含
む
関

係
職
員
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

市
民
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映　

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
「
行
動
す
る
市
長
」
と

し
て
、
自
ら
現
場
に
直
接
足
を
運
び
、
地
域

に
積
極
的
に
出
向
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
の
声
を
直
接
お
伺
い
し
な
が
ら
、
そ
の
声

を
政
策
に
反
映
さ
せ
、「
市
民
と
共
に
歩
む

市
政
」
推
進
の
た
め
「
一
日
一
生
」
の
思
い

で
、
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
由
利
本
荘
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新
年
度
は
私
の
３
期

目
の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
に
な
り
ま
す
。

　

市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
非
常

に
厳
し
く
、
人
口
の
減
少
は
続
い
て
お
り
、

「
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
確
保
」
と
「
少

子
化
対
策
」
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
こ
の

春
、
市
立
保
育
園
は
民
間
保
育
園
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
も
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
東
光
苑
」
も
無
事
、

指
定
管
理
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
「
躍
動
の
年
」
に

　

平
成
29
年
度
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
「
全

国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
」「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
秋
田
大
会
」「
県
種
苗
交
換
会
」
と
市
内

で
大
き
な
行
事
が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
新
し

　生物医学分野の研究者に贈られる
「ガードナー国際賞」の今年の受賞者に、
本市名誉市民の遠藤章博士（83歳・東
由利地域出身）が選ばれました。遠藤
博士は製薬会社の研究員時代に、青カ
ビの培養液から血液中のコレステロー
ル値を低下させる物質「スタチン」を
発見。その後の研究による高脂血症薬
の開発・誕生に貢献しました。
　東由利法内出身の遠藤博士は、本荘
高校下郷分校から秋田市立高校（現・
秋田中央高校）へ編入後、東北大学農
学部へ進学。製薬会社「三共」（現・第
一三共）研究員、東京農工大学教授を
歴任し、東京農工大学特別栄誉教授、
東北大学特任教授を務めています。
　遠藤博士は平成18年に日本国際賞（国
際科学技術財団/日本）、マスリー賞（マ
スリー財団/アメリカ）、平成20年にラ
スカー賞（ラスカー財団/同）などの権
威ある医学賞に輝き、平成18年秋田県
名誉県民、平成19年本市名誉市民、平
成23年に文化功労者に選ばれました。
　ガードナー財団による授賞式は10月
にカナダのトロントで開催の予定です。

　  畠山忠男 さん
　（83歳・二番堰）

中学・高校の同級生

　勉強家の彼がまた権威ある医学賞
を受賞することをとてもうれしく、
誇りに思います。ノーベル賞へ一歩
近づいたものと大いに期待し、地域
を挙げて盛り立てていきましょう。
　　　　　　　　　（写真も畠山さんから）

！

ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
に
決
定

ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
に
決
定

本
市
名
誉
市
民
・
文
化
功
労
者

遠
藤
遠
藤 

章 

博
士
博
士    

遠
藤 

章 

博
士  
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総
事
業
費
３
億
７
４
０
０
万
円

切
り
妻
屋
根
の
古
民
家
イ
メ
ー
ジ

　

民
俗
芸
能
伝
承
館
「
ま
い
ー
れ
」
は
、
鳥

海
地
域
の
国
道
１
０
８
号
沿
い
に
あ
る
生
産

物
直
売
所
「
菜
ら
ん
ど
」、
そ
ば
処
「
も
も
や
」

に
隣
接
。
造
成
や
外
構
工
事
を
含
め
た
総
事

業
費
は
約
３
億
７
４
０
０
万
円
で
す
。
木
造

平
屋
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
約
８
５
９
平

方
㍍
。
大
き
な
切
り
妻
屋
根
や
雁
木
風
の
ひ

さ
し
を
設
け
、
外
観
は
古
民
家
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
造
り
で
、
駐
車
場
は
普
通
車
50
台
分
の

収
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
62
畳
の
「
公
演
場
」
や
資
料
展
示

室
、
楽
屋
（
３
室
）、
倉
庫
、
鳥
海
山
を
眺
め

ら
れ
る
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
が
備
わ
り
、「
民
俗

芸
能
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
る
本
市
の
魅
力
に

じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市内各地で受け継ぐ、貴重な芸能の伝承拠点 ！！

完
成
祝
い
、
伝
統
の
舞
を
披
露

火
伏
せ
祈
願
し
、「
柱
が
ら
み
」

定
期
公
演
が
、
伝
承
者
の
励
み
に

　市民俗芸能伝承館「まいーれ」が今月１日にオープンしました。館内の
資料展示室には獅子頭（16頭）や番楽面（96面）などが展示され、公演
会場の大型スクリーンでは１日４回、民俗芸能の映像が上映されています。
　５月３日の開館記念特別公演に続き、６月以降は毎月第３日曜に定期公
演を開催。市内に伝わる多彩な民俗芸能の魅力に触れることができ、観光
情報の発信やにぎわいづくりを担う拠点として注目を集めています。

　
「
ま
い
ー
れ
」
の
竣
工
式
は
３
月
23
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
や
工
事
関
係
者
、
施
設

整
備
検
討
委
員
な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、

神
事
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
「
本
市
に
は
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
『
本
海
獅
子
舞
番
楽
』

を
は
じ
め
、
神
楽
や
獅
子
踊
り
、
人
形
芝
居

な
ど
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
県
内
最
多
79
の
民
俗
芸
能
団
体
が
あ
り
、

市
内
外
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
芸
や
技
を

楽
し
み
、
そ
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。『
ま
い
ー
れ
』

を
市
の
南
の
玄
関
口
の
拠
点
に
位
置
付
け
、

市
内
宿
泊
施
設
や
由
利
高
原
鉄
道
な
ど
の
資

源
と
連
携
し
、
観
光
振
興
や
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
で
は
、
本
海
獅
子
舞
番
楽
八
木
山

講
中
が
火
伏
せ
（
火
災
防
止
）
を
祈
願
す
る
演

目
「
柱
が
ら
み
」
を
、
鳥
海
小
学
校
の
児
童

が
そ
ろ
い
の
は
ん
て
ん
姿
で
あ
や
棒
を
操
る

「
天
神
あ
や
と
り
」
を
披
露
。
木
の
ぬ
く
も
り

に
あ
ふ
れ
る
真
新
し
い
舞
台
の
上
で
、
郷
土

に
伝
わ
る
伝
統
の
舞
が
力
強
く
披
露
さ
れ
る

た
び
に
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

定
期
公
演
な
ど
で
舞
や
踊
り
を
披
露
す
る

こ
と
が
伝
承
者
の
励
み
と
な
り
、
民
俗
芸
能

へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
フ
ァ
ン
を
広
げ

る
機
会
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

来
館
と
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★開館記念特別公演
５月３日（水・憲法記念日）午後１時30分開演
　団体名　本海獅子舞番楽下直根講中（国指定・鳥海
　　　　　　　地域）、根子番楽（国指定・北秋田市）、早池
　　　　　峰神楽岳神楽（ユネスコ・国指定・岩手県花巻市）

◆企画公演
６月３日（土）午後１時30分開演
　団体名　猿倉人形芝居木内勇吉一座
　　　　　（国記録選択・県指定・本荘地域）

■定期公演
６月18日（日）午前10時30分開演
　団体名　本海獅子舞番楽猿倉講中（国指定・鳥海地域）、
　　　　　岩崎鬼剣舞（国指定・岩手県北上市）、坂之下
　　　　　番楽（国記録選択・県指定・矢島地域）
７月16日（日）午前10時30分開演
　団体名　本海獅子舞番楽平根講中（国指定・鳥海地域）、
　　　　　杉沢比山（国指定・山形県遊佐町）、屋敷番楽
　　　　　（国記録選択・県指定・由利地域）
９月17日（日）午前10時30分開演
　団体名　本海獅子舞番楽八木山講中（国指定・鳥海
　　　　　　　地域）、横岡番楽「鳥海山日立舞」（国記録
　　　　　　　選択・県指定・にかほ市）、潟保八幡神社神楽
　　　　　　　（市指定・西目地域）

●自主公演（地域づくり推進事業）
９月３日（日）午前10時開演（予定）
　「からうすからみ全國大會」（貝沢からうすからみ・
　　　　　市指定・鳥海地域ほか）

◆関連イベント「第44回鳥海獅子まつり」
８月１６日（水）午後５時30分～９時30分（予定）
　会場　　鳥海健康広場（市内外の伝承団体が競演）

◇ 「 」　9月までの公演スケジュール

開館時間　　　午前９時～午後５時
休館日　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
展示室入館料　一般200円、高校生以下無料
公演入場料　　一般500円（20人以上の団体400円）、
　　　　　　　高校生以下無料
　　　      ☎ ４４ー８５５６　Fax　４４ー８５５９

　「まいーれ」の看板と外観

　
　
　
　

初
瀬
武
美
さ
ん
（
建
設
コ
ン
サ

　
　
　
　

ル
タ
ン
ト
会
長
・
写
真
中
央
）

　
　
　
　

か
ら
伝
承
館
に
日
本
画
「
下
直

根
番
楽
御
神
楽
」
（
日
本
美
術
院
院
友
・

細
川
良
治
さ
ん
作
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　
　

（
右
が
細
川
さ
ん
）

完成を祝い、玄関前でテープカット

番楽面や貴重な道具類などが並ぶ資料展示室

素早い手さばきであや棒を操る「天神あやとり」

新居の火伏せを祈願する
演目「柱がらみ」を披露

篤
志

市民俗芸能伝承館「 」

早稲田大学名誉教授

鳥越文藏 先生
（88歳・東京都）

「 」 オープン市民俗芸能伝承館

　とても立派な伝承館が建てられ、市の英断
に敬意を表します。劇場や舞台が出来ること
で子どもたちにやり甲斐が生まれます。この
施設を生かし、後継者を育ててほしいと思い
ます。古くても素晴らしい芸能ですので、絶
やさずに受け継いでいくことを期待します。

が　い
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市 政 情 報

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

仕
事
づ
く
り
課

☎
24―

６
２
４
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shigoto@
city.yurihonjo.lg.jp

市政情報

首
都
圏
ス
ー
パ
ー
で

本
市
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

文
化
課

☎
32―

１
３
３
７

市政情報

「
菖
蒲
崎
貝
塚
出
土
品
」
を

市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た

　

市
教
育
委
員
会
は
３
月
24
日
、

子
吉
川
と
芋
川
の
合
流
点
河
川
敷

に
位
置
す
る
菖
蒲
崎
貝
塚
の
出
土

品
を
、市
の
文
化
財（
考
古
資
料
）

に
指
定
し
ま
し
た
。

　

出
土
品
は
、
数
少
な
い
日
本
海

側
の
貝
塚
の
中
で
も
最
古
と
さ
れ

る
貝
塚
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た

貴
重
な
学
術
資
料
で
、
縄
文
時
代

の
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
を
検
証

し
、
歴
史
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
重
要
な
文
化
財
で
す
。

　

出
土
品
の
一
部
と
し
て
、
土
器

や
石
器
、
骨
角
器
な
ど
合
わ
せ
て

２
０
３
点
を
本
荘
郷
土
資
料
館
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
出
土
し
た
貴
重
な
品
々
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市政情報

都
内
で
由
利
本
荘
ま
る
ご
と
移
住

「
個
別
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

市
の
担
当
職
員
が
、「
仕
事
」

や
「
住
ま
い
」、「
子
育
て
」
な
ど
、

移
住
に
関
す
る
ご
相
談
に
お
応
え

し
ま
す
。
本
市
へ
の
移
住
を
検
討

さ
れ
て
い
る
お
知
り
合
い
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

①
４
月
22
日
㈯　

13
時
半
〜
16
時

　

半

　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
８

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
５
０
１

　
（
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
２―

10

　

 ―

７　

新
大
宗
ビ
ル
１
号
館
）

②
４
月
23
日
㈰　

11
時
〜
17
時

　

移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン

　
（
東
京
都
中
央
区
京
橋
一
丁
目
１

　

―

６　

越
前
屋
ビ
ル
１
階
）

定　

員　

22
日
６
組
、
23
日
８
組

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
21
日
㈮
ま
で
、　

　
　
　
　
　

下
記
申
し
込
み
先
へ

※

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

由
利
本
荘
市
移
住
・
定
住
応
援

　

サ
イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、

　

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
事
案
を
見
つ
け
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
に
よ
る
破
損

　

市
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、
道
路

構
造
物
、
家
屋
、
塀
な
ど
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
除
雪
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
雪
に
覆
わ
れ
た
中

で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
破
損
さ

せ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

除
雪
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
破

損
箇
所
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
連
絡
が

遅
く
な
り
、
除
雪
に
よ
る
破
損
と

断
定
で
き
な
い
場
合
は
対
応
し
か

ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
市
道
の
穴
ぼ
こ
・
側
溝
の
破
損

　

市
で
は
、
歩
行
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
随
時
行
っ
て
点
検
補
修

に
努
め
て
い
ま
す
。
春
先
の
こ
の

時
期
は
、
道
路
の
破
損
が
数
多
く

発
見
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

舗
装
道
路
の
穴
ぼ
こ
や
陥
没
、
側

溝
・
側
溝
蓋
板
や
縁
石
の
破
損
を

見
つ
け
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

市政情報

除
雪
に
よ
る
市
道
の
破
損
や

道
路
の
異
常
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
の

不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま
す
。

次
の
注
意
点
を
守
り
、
山
火
事
の

予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が

　

起
こ
り
や
す
い
場
所
で
の
た
き

　

火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
風
が
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥

　

し
て
い
る
と
き
の
た
き
火
は
や

　

め
ま
し
ょ
う
。

●
た
き
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　

火
が
完
全
に
消
え
た
こ
と
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
入
れ
は
、
市
役
所
ま
た
は
総

　

合
支
所
の
許
可
と
消
防
署
へ
の

　

届
け
出
が
必
要
で
す
。

●
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

　

こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

市政情報

山
火
事
予
防
に
ご
協
力
を
！

　

由
利
本
荘
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
の
方
々
を
医
療
・
介
護
・
健
康
・

福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支

え
る
た
め
に
、
相
談
や
支
援
を
行

う
機
関
で
す
。

　

市
で
は
新
た
に
２
つ
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
月
１
日
に

設
置
し
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

担
当
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

市政情報

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
拡
充
・
３
つ
の
拠
点
に！

　

市
で
は
、
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
（
株
）
京
北
ス
ー
パ
ー
（
千

葉
県
柏
市
）
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物
産

（
株
）（
都
内
麻
布
、
田
園
調
布
、

広
尾
な
ど
）
の
首
都
圏
ス
ー
パ
ー

に
お
い
て
、
旬
の
産
品
や
特
産
品

の
販
売
、
フ
ェ
ア
な
ど
で
の
店
頭

販
売
を
行
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
開
催
日
程
な
ど
の
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載

し
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の

ご
親
戚
や
ご
友
人
の
方
へ
の
お
声

か
け
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※

ご
希
望
の
方
に
は
メ
ー
ル
で
随

　

時
情
報
提
供
し
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な

　

れ
な
い
方
は
電
話
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
る
ご
と
売
り
込
み
課

☎
24―

６
２
６
６　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

urikom
i@
city.yurihonjo.lg.jp

山菜やリンゴなど
季節ごとに旬のも
のが並びます

所管地域
本荘 建設部　建設管理課 ☎  ２４－６３４１

☎  ６９－２１１５

連絡先

矢島
岩城
由利
大内
東由利
西目
鳥海

矢島建設課 ☎  ５５－４９５５
☎  ７３－２０１５
☎  ５３－２１１５
☎  ６５－２８０２

☎  ３３－４６１６
☎  ５７－２２０４

岩城建設課
由利建設課
大内建設課
東由利建設課
西目建設課
鳥海建設課

名称担当地域

全地域 由利本荘市
地域包括支援センター

尾崎17番地
（本荘由利広域行政センター２階）
☎　　　２４－６３４５
ＦＡＸ　２４－６２９９

由利本荘市中央
地域包括支援センター

尾崎17番地
（由利本荘市役所１階）
☎　　　２４－６３２４
ＦＡＸ　２４－６３９５

本荘・岩城・
大内・西目・
東由利

矢島
由利
鳥海

由利本荘市南部
地域包括支援センター

矢島町矢島町21番地２
（矢島総合支所内）
☎　　　７４－４１５０
ＦＡＸ　５５－３４０５

所在地・電話番号・ＦＡＸ

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課　

☎
22―

４
２
８
７

本
荘
消
防
署　

☎
22―

０
０
１
１

矢
島
消
防
署　

☎
55―

２
１
１
１



8広報ゆりほんじょう 平成29年４月15日号

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
か
ら
こ
の
ほ
ど
、

小
学
校
５
年
生
向
け
の
補
助
教

材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
」
７
４
０
部
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
バ
ン
ク
が
食
農
教

育
応
援
事
業
の
一
環
と
し
て
平

成
20
年
度
か
ら
全
国
で
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
畠
山

勝
一
代
表
理
事
組
合
長
は
３
月

29
日
、
教
育
委
員
会
事
務
局
を

訪
れ
、
佐
々
田
教
育
長
に
教
材

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
補
助
教
材
は
、

各
小
学
校
で
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

佐々田教育長に補助教材を手渡す畠山組合長（右）

関係者によるテープカット完成を祝う日住太鼓

電気自動車の前で阿部副市長に模擬キーを手渡す三浦社長（右）

  

日
産
自
動
車
と
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が　

 

最
新
の
電
気
自
動
車
を
無
償
貸
与

  

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
市
内
全
小
学
校
へ　

  

食
農
補
助
教
材
を
寄
贈

　

こ
の
た
び
、
日
産
自
動
車
㈱

か
ら
公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
を
通
じ
て
、
最
新
の
電
気
自

動
車
１
台
を
市
に
無
償
貸
与
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
貸
与
は
、
地
域
の
活
性

化
と
環
境
保
全
の
推
進
、
電
気

自
動
車
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目

指
す
同
社
と
同
財
団
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

貸
与
式
は
３
月
29
日
に
Ｂ
＆

Ｇ
西
目
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
秋
田
日
産
自
動
車
㈱
の
三

浦
寛
人
社
長
か
ら
阿
部
副
市
長

に
模
擬
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
貸
与
さ
れ
た
車
は
西
目
地

域
に
配
備
さ
れ
、
地
域
活
性
化

と
災
害
時
の
蓄
電
池
と
し
て
役

立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

石
沢
地
区
多
目
的
集
会
施
設　

「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
こ
だ
ま
新
館
き
ず
な
」
が
完
成　

昨
年
９
月
か
ら
建
設
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
た
石
沢
地
区
多

目
的
集
会
施
設
「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ

ー
ル
こ
だ
ま
新
館
き
ず
な
」
が

完
成
し
、
３
月
23
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
長
谷
部
市
長
は

「
地
域
産
材
を
多
く
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
木
の
ぬ
く
も
り
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
り
ま

し
た
。
石
沢
地
区
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
今
後
末
永
く
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
続
け
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
関
係
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
地
元
住
民

に
よ
る
「
日
住
太
鼓
」
が
披
露

さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
新

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
こ
だ
ま

新
館
き
ず
な
」
は
木
造
平
屋
建

て
で
、
石
沢
出
張
所
や
公
民
館

が
あ
る
既
存
の
本
館
と
は
渡
り

廊
下
で
結
ば
れ
、
一
体
で
活
用

で
き
る
利
便
性
に
優
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
館
「
き
ず
な
」
の
概
要

所
在
地　

館
字
中
島
３
７
２
番
地

延
べ
床
面
積　

３
２
２
・
５
６
㎡

総
事
業
費　

約
１
億
５
２
０
０
万
円

完成したウッディホールこだま新館きずな

　

 「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
民
と
共

に
歩
む
市
政
運
営
を
図
る
広
聴
活

動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、

全
て
市
長
が
目
を
通
し
た
上
で
、

関
係
部
署
で
内
容
を
調
査
・
検
討
し
、

市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
、
率
直
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
紙　

下
段
の
太
線
に
沿
っ
て

切
り
取
る
と
、
専
用
の
封
筒
に
な

り
ま
す
。
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
提
案
箱　

市
役
所
１
階
に

設
置
し
て
い
る
「
市
民
提
案
箱
」
か

ら
も
投
稿
で
き
ま
す
。

■
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

23
―
２
２
７

０
（
秘
書
課
あ
て
）

■
電
子
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

hisyo@
city.yurihonjo.lg.jp

■
書
き
方
・
注
意
事
項　

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
は
標
題
に

 「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
明
記
の
上
、

ご
意
見
な
ど
を
自
由
に
お
書
き
く

だ
さ
い
。

▼
内
容
例　

安
心
・
安
全
、

健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に

必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
対
策
。
市
政

に
対
す
る
夢
や
ア
イ
デ
ア
。

制
度
に
つ
い
て
の
疑
問
や

質
問
な
ど…

。

　

氏
名
・
連
絡
先
を

　

ご
記
入
く
だ
さ
い

　

内
容
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、
後
日
、
担
当
部

署
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
」
は
支
障
の
な

い
限
り
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
答
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
返
答
で
き
か
ね

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
匿
名
に
よ
る
も
の
▽
特
定
の
個

人
や
団
体
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
内

容
▽
直
接
、
市
政
に
関
わ
り
の
な

い
事
項
▽
趣
旨
が
不
明
確
な
も
の
、

な
ど

お手数ですが
82円切手を
お貼りください

24
―
６
２
０
３

問
い
合
わ
せ
先

　

秘  

書  

課



質問内容の公開について 　 可 ・不可
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  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

池
田　

昭
二

松
田　

智
大

鈴
木　

健
一

ス
ー
ジ
ー
・
ホ
ッ
ジ

川
原　

慎
也

小
林　

せ
か
い

原
田　

國
男

東
田　

直
樹

杉
本　

祐
子

佐
藤　

弘
道

中
川　

た
ま

伊
藤　

美
佳

矢
野　

隆

西
部　

謙
司

西
村　

京
太
郎

越
村　

義
雄

中
島　

芭
旺

戸
部　

民
夫

三
浦　

瑠
麗

姫
路　

ま
さ
の
り

道
を
ふ
さ
い
で
眠
っ
て
い
る
と
ら
さ
ん
。
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
動
物
た
ち
は
風
船
に
つ
か
ま
っ
て

ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
飛
び
越
え
て
い
き
ま
す
。

と
ら
さ
ん
お
ね
が
い
お
き
な
い
で

ブ
リ
ッ
タ
・
テ
ッ
ケ
ン
ト
ラ
ッ
プ　
著

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
／
１
５
１
２
円

や
る
気
が
み
な
ぎ
る
と
体
か
ら
火
を
出
す
生
徒
が
い

る
な
ど
、
毎
日
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
る
「
Ｅ
高
」

に
通
う
高
校
生
の
青
春
を
描
い
た
18
の
短
編
集
。

Ｅ
高
生
の
奇
妙
な
日
常

田
丸　

雅
智　

著

角
川
春
樹
事
務
所
／
１
４
０
４
円

元
国
連
事
務
総
長
ア
ナ
ン
氏
の
自
伝
。
上
巻
で
は
ソ

マ
リ
ア
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
下
巻
で
は
９
．１
１
事
件

や
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
へ
の
介
入
に
つ
い
て
回
顧
す
る
。

介
入
の
と
き　

コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
回
顧
録
（
上
・
下
）

コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン　

著

岩
波
書
店
／
各
２
９
１
６
円

 〈児童書〉
 〈Ｕ-20
 （10代向けの本）〉  〈一般書〉

忘
れ
が
た
い
山

が
ん
で
死
ぬ
県
、
死
な
な
い
県

天
皇
と
和
歌

５
歳
の
子
ど
も
に
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
ア
ー
ト

マ
ン
ガ
で
や
さ
し
く
わ
か
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

た
だ
め
し
を
食
べ
さ
せ
る
食
堂
が
今
日
も
黒
字
の
理
由

裁
判
の
非
情
と
人
情

社
会
の
中
で
居
場
所
を
つ
く
る

お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

親
子
で
か
ら
だ
あ
そ
び

春
夏
秋
冬
、
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
て
旬
弁
当

そ
の
イ
タ
ズ
ラ
は
子
ど
も
が
伸
び
る
サ
イ
ン
で
す

戦
始
末

初
心
者
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
た
サ
ッ
カ
ー
観
戦
Ｑ
＆
Ａ

十
津
川
警
部　

姨
捨
駅
の
証
人

犬
と
の
暮
ら
し
大
事
典

見
て
る
、
知
っ
て
る
、
考
え
て
る

「
日
本
の
霊
山
」
が
よ
く
わ
か
る
本

「
ト
ラ
ン
プ
時
代
」
の
新
世
界
秩
序

ダ
ウ
ン
症
っ
て
不
幸
で
す
か
？

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
者
募
集

　

県
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
、父
お
よ
び
寡
婦
な
ど
で
、ロ
ー

マ
字
入
力
が
で
き
る
方
を
対
象
と
し

た
講
習
で
す
。

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
方
の
た
め
の

基
礎
の
基
礎

日
時　

５
月
20
日
㈯

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

 （
昼
休
憩
１
時
間
）

内
容　

文
字
入
力
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

申
込
期
限　

５
月
12
日
㈮

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎

日
時　

６
月
２
日
㈮
・
５
日
㈪
・
７

　

日
㈬
・
９
日
㈮
・
12
日
㈪

　

各
９
時
〜
16
時

内
容　

基
本
操
作
・
入
力
・
表
作
成

　

 （
就
労
セ
ミ
ナ
ー
１
時
間
が
組
み

　

込
ま
れ
て
い
ま
す
）

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈪

共
通
事
項

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

　

代
千
円
ほ
ど
は
実
費
）

会
場　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
９
階

　

会
議
室
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
１
番

　

５
号
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
24
―
６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
は
顔
写
真
（
４
㌢×

　

３
㌢
）
が
１
枚
必
要
で
す
。　　

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

訓
練
科
・
定
員　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

　

レ
ー
シ
ョ
ン
科
（
若
年
者
コ
ー
ス

　

 

・
15
人
）、
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科
（
若

　

年
者
コ
ー
ス
・
10
人
）

訓
練
期
間
・
時
間　

６
月
14
日
㈬
〜

　

12
月
26
日
㈫　

９
時
20
分
〜
15
時

　

40
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田　

　

 （
潟
上
市
）

募
集
期
間　

４
月
14
日
㈮
〜
５
月
11

　

日
㈭

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

　

は
自
己
負
担
）

応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
で
、
新
た

　

な
技
術
・
技
能
を
身
に
付
け
て
再

　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
職
業
能
力
開

　

発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ

　

ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
課　

受
講
者

　

第
一
係　

☎
０
１
８
―
８
７
３
―

　

３
１
７
８

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
養
成

を
目
的
に
、
県
点
字
図
書
館
が
行
う

講
座
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
実
費
と
な
り
ま

す
。

日
時　

　

①
事
前
説
明
会　

５
月
９
日
㈫

　

10
時
〜
11
時
45
分

　

②
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　

６
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
１
日

　

 （
全
30
回
）　

10
時
〜
正
午

　

◎
点
訳…

毎
週
水
曜
日
（
予
定
）

　

◎
音
訳…

毎
週
木
曜
日
（
予
定
）

会
場　

秋
田
県
点
字
図
書
館
（
秋
田

　

市
土
崎
港
南
３
―
２
―
５
８
）

※

事
前
説
明
会
終
了
後
、
養
成
講
座

　

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
県
点
字
図
書
館
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

県
点
字

　

図
書
館　

☎
０
１
８
―
８
４
５
―

　

０
０
３
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

岩
城
地
域　
　

２
戸
（
田
町
）

矢
島
地
域　
　

１
戸
（
大
川
原
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
城
下
）

公
営
住
宅

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
東
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
高
城
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
亀
田
中
央
）

　
　
　
　
　
　

２
戸
（
海
浜
）

■子吉川クリーンアップ
◇日時…４月23日㈰　７時
半～８時半　◇場所…友水
公園（アクアパル前河川敷）、
せせらぎパーク（本荘第一
病院裏）、由利橋石脇側　
◎ゴミ袋、軍手などは準備
しています　◎小雨決行、
実施の場合は７時にのろし
で合図します
問 …子吉川市民会議事務局
（アクアパル内）　☎２２―
５６１１

■憲法週間行事「三庁見学
　ツアー」参加者募集
　秋田地方・家庭裁判所、
秋田地方検察庁、秋田地方
法務局を見学します。
◇日時…５月12日㈮　13時
半～16時　◇募集定員… 40
人（予約制・参加無料）    ◇申
し込み…４月24日㈪～５月
10日㈬、秋田地方家庭裁判
所事務局総務課庶務係まで
☎０１８―８２４―３１２１、
ＦＡＸ     ０１８―８２３―８８４
９（行事名、氏名、人数、連
絡先を明記）

■本荘地区連合婦人会
　婦人学級生の募集
◇内容…移動・施設研修、料
理教室など　◇対象…本荘
地域の婦人　◇年会費…１
２００円　◇募集人数… 30
人（先着順）　◇申し込み…
４月29日㈯　10時～正午、
鶴舞会館２階婦人室まで
問 …畠山さん　☎２３―２
０８０

■認知症の人と家族のつどい
　認知症に関する日頃の悩
みや苦労をコーヒーでも飲
みながら気軽にお話して、
仲間づくりをしませんか？
参加無料、お申し込み不要
です。
◇日時…４月22日㈯　14時
～16時　◇場所…ＮＰＯ法人
由利本荘にかほ市民が健康
を守る会事務所（石脇字石
脇２番地）　◇対象…どなた
でも（認知症の方ご本人も
参加できます）
問 …（公社）認知症の人と
家族の会　☎２３―４４８８

■４月ミニチャレンジデー
　多くの方の参加をお待ち
しています!
◇いずれも４月26日㈬　
 【矢島】ラージボール卓球
　10時～11時　矢島体育セ
　ンター
 【岩城】パークゴルフ交流
　会　９時～正午　岩城パー
　クゴルフ場　
 【由利】インターバル速歩
　教室　15時～ 16時　由利
　Ｂ＆Ｇ体育館
 【大内】８人制バレーボー
　ル　９時～15時　松本体
　育館
 【東由利】ゲートボール交
　流会　10時～ 16時　げん
　き館、ビーチボール交流
　会　19時～ 21時　東由利
　体育館
 【西目】軽スポーツ　13時
　半～ 15時　西目Ｂ＆Ｇ体
　育館
 【鳥海】８人制バレーボー
　ル教室　19時～ 20時半　
　鳥海トレーニングセンター
問 …スポーツ課　☎３２―
　１３３４

■歴史講演会
　新潟県立歴史博物館の専
門研究員・浅井勝利さんが
「越後の古代城柵と駅家研
究の現状」をテーマに講演
を行います。由利地方にあっ
たと考えられている古代城
柵「由理柵」を探る手掛か
りになるお話です。
◇日時…４月29日㈯　14時
～15時半　◇会場…本荘グ
ランドホテル　◎申し込み
は不要ですが、満席（80人）
になり次第入場を制限させ
ていただきます　◎資料代
１００円が必要です
問 …本荘地域文化財保護協
会　小松さん（本荘郷土資
料館内）　☎２４―３５７０

■花立牧場公園の観光施設
　まもなくオープン
　各施設のオープン日は次
のとおりです。皆さまのお
越しをお待ちしています。
◇４月22日㈯…高原の駅　
花立クリーンハイツ（☎５
６―２４０８）、観光案内所
（☎５５―３４００）、こど
もの国（☎５５―２０４４）
◇４月28日㈮…貸別荘（コ
テージ）（☎５５―２９２９）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
鶴
岡
）

矢
島
地
域　
　

２
戸
（
小
田
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　

２
戸
（
栩
木
田
）

西
目
地
域　
　

１
戸
（
宮
崎
）

由
利
地
域　
　

１
戸
（
滝
沢
舘
）

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域　
　

３
戸
（
下
野
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
鶴
ヶ
平
）

公
共
住
宅

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
笹
子
）　

申
込
期
限　

４
月
25
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
建

　

築
住
宅
課　

☎
24
―
６
３
３
４
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
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方
言
萌
え
⁉

ソ
ー
ド
・
ア
ー
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン   

19

が
っ
か
り
行
進
曲

ど
こ
ま
で
も
生
き
抜
い
て　

夜
回
り
先
生
50
の
ヒ
ン
ト

君
が
見
つ
け
た
星
座　

鵬
藤
高
校
天
文
部

中
学
英
語
で
日
本
を
紹
介
す
る
本

田
村　

ゆ
か
り

川
原　

礫

中
島　

た
い
子

水
谷　

修

千
澤　

の
り
子

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
セ
イ
ン

エ
ル
フ
と
レ
ー
ブ
ン
の
ふ
し
ぎ
な
冒
険   

１
〜
５

教
科
書
に
出
て
く
る
音
楽
家
の
伝
記

ぜ
ん
ぶ
わ
か
る
１
１
８
元
素
図
鑑

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
大
事
な
こ
と　

数
字
に
強
く
な
る

ピ
ッ
チ
の
王
様   

１
〜
４

し
ろ
と
く
ろ

マ
ー
カ
ス
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

ひ
の　

ま
ど
か

子
供
の
科
学
編
集
部

関　

和
之

テ
ィ
ロ

新
井　

洋
行

鳥
海
高
原
菜
の
花
ま
つ
り

出
店
者
募
集

　

鳥
海
高
原
菜
の
花
ま
つ
り
期
間
中

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
に
出
店
す
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
店
日　

５
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰　

会
場　

矢
島
町
城
内
字
桃
野
地
内　

出
店
料　

１
万
円

区
画
規
模　

２
間×

１
・
５
間

※

有
料
で
テ
ン
ト
・
発
電
機
の
貸
し

　

出
し
可
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

４
月
30
日
㈰
ま
で
、
鳥
海
高
原

　

菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
44
―
８
６
２
５
（
先
着
順
）

第
13
回
子
吉
川
ガ
ニ
ま
つ
り

出
店
者
募
集

日
時　

５
月
14
日
㈰　

　

９
時
半
〜
13
時
半

会
場　

友
水
公
園

　

 （
ア
ク
ア
パ
ル
前
河
川
敷
）

出
店
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ニ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

三
浦
さ
ん　

☎
０
９
０
―
８
７
８

　

６
―
５
０
４
５
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黄
桜
の
里
「
軽
ト
ラ
市
」

出
店
者
募
集

　

東
由
利
地
域
の
活
性
化
拠
点
で
あ

る
道
の
駅
「
東
由
利
」
黄
桜
の
里
に

人
と
地
域
産
品
を
集
め
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
や
仮
設
テ
ン
ト
で
販
売
・

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
内
外

を
問
わ
ず
、
出
店
者
を
広
く
募
集
し

ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈰
・
７
月
30
日
㈰

　

10
月
１
日
㈰

　

各
９
時
〜
13
時
半

会
場　

道
の
駅
「
東
由
利
」
黄
桜
の

　

里
募
集
台
数
・
区
画
数　

軽
ト
ラ
ッ
ク

　

ま
た
は
仮
設
テ
ン
ト　

計
35
区
画

出
店
料　

１
区
画
あ
た
り
千
円

申
し
込
み　

４
月
20
日
㈭
ま
で
、
黄

　

桜
の
里
ひ
が
し
ゆ
り
活
性
化
委
員

　

会
（
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

　

ザ
「
ぷ
れ
っ
そ
」
内
）　

☎
69
ー

　

３
２
６
６

こ
こ
ろ
の
相
談
日

　

保
健
所
で
は
、
専
門
医
に
よ
る
無

料
の
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 ※

要
予
約

日
時　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
（
祝

　

日
を
除
く
）　

13
時
〜
15
時

会
場　

由
利
地
域
振
局
福
祉
環
境
部

　
 （

由
利
本
荘
保
健
所
・
水
林
４
０

　

８
番
地
）

内
容　

精
神
保
健
全
般
（
ア
ル
コ
ー

　

ル
依
存
、
う
つ
、
ひ
き
こ
も
り
な

　

ど
）

申
し
込
み
先　

由
利
地
域
振
興
局
福

　

祉
環
境
部　

調
整
・
障
害
者
班　

　

☎
22―

４
１
２
０

秋
田
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー　

本
荘
無
料
相
談
会

日
時　

５
月
17
日
㈬
・
６
月
21
日
㈬

　

各
13
時
半
〜
15
時
半

相
談
内
容　

不
動
産
の
名
義
変
更
、

　

相
続
、
賃
金
、
借
金
、
過
払
い
、

　

成
年
後
見
、
離
婚
、
消
費
者
問
題
、

　

会
社
の
登
記
な
ど

会
場　

鶴
舞
会
館

申
し
込
み　

前
週
金
曜
日
の
15
時
ま

　

で
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
８―

　

８
２
４―

０
０
５
５
（
先
着
６
件

　

ま
で
。
必
ず
事
前 

に
電
話
予
約

　

を
し
て
く
だ
さ
い
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
全
国
の
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
を
担

当
す
る
委
員
と
し
て
、
４
月
１
日
付

け
で
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
佐
藤
ユ
リ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
大
内
地
域
・
再
任
）

○
佐
藤　

弘
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
鳥
海
地
域
・
再
任
）

○
宮
本　

康
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
鳥
海
地
域
・
再
任
）

○
小
野　

長
清
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
由
利
地
域
・
新
任
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
相
談

　

室　

☎
24
―
６
２
５
１

介
護
保
険「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
予
定
者
の
事
前
協
議
受
付

　

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
平
成
29
年
度
に
開
設
を
希
望
さ

れ
る
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
」
の
事
前
協
議
の
受
け
付
け
を
４

月
17
日
か
ら
行
い
ま
す
。
事
前
協
議

の
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
本
荘

由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
４
月
17
日
か
ら
掲
示
）

http://w
w
w
.chokai.ne.jp/honyuko/

問
い
合
わ
せ　

本
荘
由
利
広
域
市
町

　

村
圏
組
合
介
護
保
険
課　

☎
24
―

　

３
３
４
７

　平成28年度の消防功労者表彰式が３月16日に県庁第二
庁舎で行われ、長年にわたり地域の火災予防に尽力され
た功績により、本市消防団の方々が消防庁長官から表彰
されました。

　任期満了により、４月１日付で本市消防団幹部に異
動がありました。今年度の幹部は次の方々です。

　　消防団長　　　周防彦宗さん　  （鳥海・上川内）
　
　　副団長　　　　石綿喜代隆さん（東由利・宿）
　　副団長　　　　佐々木勝美さん（由利・川西）
新　副団長　　　　齋藤安雄さん　  （西目・田高）
　
　　本荘支団長　　遠藤満博さん　  （本荘・赤田）
　　矢島支団長　　坂田充さん　　  （矢島・七日町）
新　岩城支団長　　伊藤博さん　　  （岩城・亀田）
　　由利支団長　　阿部一彦さん　  （由利・五十土）
新　大内支団長　　正木修一さん　  （大内・大倉沢）
　　東由利支団長　長谷山肇さん　  （東由利・田代）
新　西目支団長　　釡台敏勝さん　  （西目・中高屋）
　　鳥海支団長　　佐藤義一さん　  （鳥海・上川内）

鳥海支団　　　　　　　　　  岩城支団
支団長　　　　　　　　　　  支団長
佐藤義一さん　　　　　　　    伊藤博さん

東由利支団　　　　　　　　  大内支団
副支団長　　　　　　　　　  副支団長
遠藤信弘さん　　　　　　　    大友仁志さん

 【消防庁長官定例表彰】永年勤続功労章

昨年の軽トラ市で
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石田　真正ちゃん（高章さん）石脇

田賀糸心菜ちゃん（  修  さん）西梵天

小田　　豪ちゃん（  樹  さん）川口

岡田　美織ちゃん（篤典さん）石脇

<３月16日～ 31日受け付け分>

  しんせい

    ここな

   　 すぐる

　 みおり

阿部　柚芽ちゃん（宗士さん）本田仲町

小野　智孝ちゃん（  悟  さん）岩城内道川

菊地　莉帆ちゃん（  勝  さん）前郷

伊藤　結花ちゃん（伸哉さん）長坂

伊藤　晴道ちゃん（優介さん）岩谷町

     ゆ　め

   ともたか

     り　ほ

　 ゆうか

   はるみち

伊藤菜乃果ちゃん（春樹さん）葛岡

齊藤　英士ちゃん（  晋  さん）葛岡

三浦　綾翔ちゃん（夏奈さん）松本

佐々木　春ちゃん（雄平さん）西目町海士剝

大場　和香ちゃん（尚雄さん）鳥海町上笹子

  な　の　は

   　 えい じ

        あやと

　　       はる

         のどか

伊藤健次郎さん

鈴木　ハツさん

羽田　トミさん

金　　静一さん

清野　　豊さん

柏原　ミヤさん

村上ノフヨさん

佐藤　フキさん

工藤　勳夫さん

金　　ツヤさん

（赤田・87歳）

（西小人町・80歳）

（大門・90歳）

（松ヶ崎・88歳）

（谷地町・72歳）

（笹道・91歳）

（薬師堂・93歳）

（石脇・95歳）

（小人町・74歳）

（松ヶ崎・82歳）

藤田　愛子さん

堀内由美子さん

佐藤　姫子さん

須田　正行さん

畠山ハツヨさん

矢野長二郎さん

多田　良和さん

髙橋　ミエさん

池田　政之さん

小松　利子さん

（小人町・73歳）

（石脇・70歳）

（東町・66歳）

（矢島町元町・53歳）

（岩城亀田最上町・88歳）

（岩城二古・86歳）

（前郷・63歳）

（曲沢・85歳）

（前郷・58歳）

（小栗山・79歳）

（羽広・62歳）

（中田代・71歳）

（岩谷町・57歳）

（高尾・79歳）

（松本・90歳）

（西目町沼田・71歳）

（西目町沼田・103歳）

（鳥海町下川内・86歳）

（鳥海町上笹子・65歳）

（鳥海町上川内・98歳）

熊田　利勝さん

猪股　久男さん

加藤　則昭さん

今野　キサさん

佐々木美代子さん

阿部　ハルさん

岡田　チヨさん

佐々木美津栄さん

佐々木嘉𠮷さん

齊藤　純一さん

（二番堰・69歳）

（石脇・70歳）

（川口・66歳）

（万願寺・95歳）

（大鍬町・91歳）

（一番堰・79歳）

（石脇・95歳）

（金山・101歳）

（雪車町・84歳）

（給人町・33歳）

<３月16日～ 31日受け付け分>

※シャトルバスをご利用ください
　駐車台数に限りがありますので、当日はシャトルバスを運行します。
　①鮎川駅  ↔  会場　　列車到着時刻に合わせて運行します。
　　　　　　　　　　　鮎川駅までは由利高原鉄道をご利用ください。
　②ＪＡ秋田しんせい本店駐車場  ↔  会場　　随時運行します。

お問い合わせ
　木のおもちゃ美術館整備
　推進事務局　☎２４－６３１２

東京おもちゃ美術館がやってくる東京おもちゃ美術館がやってくる!東京おもちゃ美術館がやってくる!
木育キャラバンｉｎ由利本荘

会場：旧鮎川小学校（町村字鳴瀬台65）（土・日）

／４ ２９
／４ ３０

　日本全国、世界中の良質な木のおもちゃがいっぱい!今年も「東京おもちゃ
美術館」のプロデュースによる木育体験「木育キャラバン」が由利本荘市にやっ
てきます。赤ちゃんから小学生のお子さんまで年代ごとに楽しめるおもちゃが
そろいますので、ぜひお越しください。

こんなことも予定しています…
○木片や木の実で工作ができるコーナー
○人形劇団クスクスの人形劇
○来場者への「木のおもちゃ」プレゼント

２日間で時間が異なりますのでご注意ください
○４月29日㈯…10時～ 16時
○４月30日㈰…  9時～ 15時

阿部　一昭さん

菊地　紘司さん

三浦美枝子さん

大友　　巖さん

三浦惣兵衛さん

藤田　廣子さん

佐々木イシさん

眞坂　ヤスさん

村上　隆子さん

鈴木トメヱさん

  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
または各総合支所市民福祉課、出張所の窓口にお申し出ください。
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◆
４
月
１
日
号
は
や
は
り
新
年

度
の
広
報
紙
と
あ
っ
て
、
興
味

の
あ
る
記
事
や
市
か
ら
の
連
絡

事
項
な
ど
い
つ
も
よ
り
見
応
え

が
あ
り
、
切
り
抜
く
の
に
大
変

で
す
。
今
年
は
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
対
象
と
な
り
、
絶
対
に

受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
鈴
木
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
笑
売
繁
盛
で
紹
介
さ
れ
た
マ

ル
サ
ン
青
果
、
よ
く
行
き
ま
す

よ
。
安
い
で
す
よ
ね
!

 

（
髙
橋
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
す
ご
く
楽
し
み
な
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ア

イ
デ
ア
ス
イ
ー
ツ
「
鳥
海
び
す

け
っ
と
」
は
、
私
の
大
好
き
な

い
ち
ぢ
く
の
甘
露
煮
、
山
ぶ
ど

う
の
原
液
、
く
る
み
が
使
わ
れ

て
い
て
、
そ
ば
粉
で
作
ら
れ
て

い
る
。
い
つ
ど
こ
で
発
売
す
る

の
か
と
読
ん
で
い
っ
た
ら
、
ま

だ
試
作
の
段
階
と
か
。
と
っ
て

も
待
ち
遠
し
い
で
す
!

 

（
牧
瀬
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
桜
ま
つ
り
、
花
を
な
が
め
な

が
ら
飲
む
酒
は
な
ん
と
も
楽
し

み
で
す
!

 

（
工
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
石
脇
の
住
民
と
し
て
は
、
今

力強く舞う獅子
（３月23日・まいーれ竣工記念公演で）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ちょっとひといき・・・

さ
ぐ
り
の
日
々
で
す
が
、
憧

れ
だ
っ
た
広
報
課
に
配
属
に

な
り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す

本
年
度
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

か
に
魅
力
的
な
広
報
紙
に
し

て
い
け
る
か
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
!

で
た
く
４
月
か
ら
入
学
・
入

社
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
○
○
年
前

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
を
忘
れ

ず
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

夏
秋
冬
、
新
年
度
も
市
の
取

り
組
み
や
関
係
す
る
皆
さ
ん

を
追
っ
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ていめ春

（
蔵
）

（
Ｃ
）

（
髙
橋
）

」

３月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 79,138人（-303）
男 =37,775人（-145）
女 =41,363人（-145）

世帯数 30,504世帯（+3）

事故件数

死亡者数

負傷者数

３月の交通事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に！

  （３月31日現在・由利本荘警察署管内）

累計 昨年同期

24件

１人

31人

３件

０人

４人

19件

０人

26人

（大正６年３月25日生まれ・石脇）

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

～ これからもお元気でお過ごしください ～

満100100歳満100歳 おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

佐藤　ミネさん

。

ま
で
市
内
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に

比
べ
て
石
脇
は
な
ん
だ
か
「
ぱ
っ

と
し
て
ね
な
」
と
い
う
の
が
本

音
で
し
た
が
、
こ
の
頃
住
民
や

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協
力
で
イ
ベ

ン
ト
も
増
え
、「
ぱ
っ
と
し
て

き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
PN
Ｌ
Ｌ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
さ
ん

　
　
　
　
　

・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
入
浴
施
設
の
割
引
券
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
１
人
で
す
が
、

中
に
は
知
ら
な
い
で
い
る
方
も

い
る
よ
う
で
す
。
せ
っ
か
く
の

券
、
有
効
に
利
用
さ
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

 

（
坂
井
さ
ん
・
70
代
・
由
利
地
域
）

◆
春
が
来
ま
し
た
。
今
年
の
冬

は
い
つ
も
よ
り
雪
が
少
な
く
楽

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

３
月
は
気
温
が
上
が
ら
ず
雪
が

か
た
く
、
春
の
小
川
を
感
じ
る

こ
と
な
く
４
月
を
迎
え
ま
し
た
。

新
年
度
、
雪
消
え
と
共
に
新
し

い
１
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
伊
東
さ
ん
・
70
代
・
矢
島
地
域
）

◆
西
目
の
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
沿

い
の
菜
の
花
と
桜
並
木
、
鳥
海

山
を
眺
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

 

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、

市
内
の
動
き
が
と
て
も
わ
か
り

や
す
く
見
や
す
い
気
が
し
ま
す
。

 

（
小
沼
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
60
歳
を
過
ぎ
、
私
た
ち
夫
婦

は
健
康
に
気
を
つ
け
、
食
事
を

見
直
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
友

人
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速

歩
」
の
こ
と
を
聞
き
、
参
加
し

よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

 

（
鈴
木
さ
ん
・
60
代
・
大
内
地
域
）


